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2026 年 12 月期第 1 四半期決算説明動画と書き起こし公開のお知らせ 

 

 

当社は、2026年 12月期第 1四半期決算説明動画と書き起こしを公開したことをお知らせいた

します。詳細につきましては、下記及び添付の資料をご参照ください。  

 

 

2026 年 12 月期第 1 四半期決算説明動画については下記をご確認ください。 

https://youtu.be/LklYtyxR2Mo 

 

2026 年 12 月期第 1 四半期決算説明の書き起こしについては次頁以降をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

株式会社トリドリの代表取締役中山です。 

 

本日はお忙しい中、お時間をいただきありがとうございます。 

株式会社トリドリの 2026 年度第 1 四半期決算説明会を開始いたします。 

 

 

 

  



 

本日の流れですが、まずは第 1 四半期の業績についてご説明いたします。 

その後、質疑応答をチャットにて行いますので、ZoomのQ&A機能よりお送りいただけますと

幸いです。 

また、アンケートにつきましてもリンクをチャット欄に貼っておりますので、お手数ではござ

いますが、ご回答いただけますと幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

それでは、第 1 四半期の業績説明に入ります。 

  



 

まず、第 1 四半期のトピックスについてご説明いたします。 

第 1 四半期は、toridori marketing の 12 か月プランが引き続き業績成長を牽引し、YoY で大

きく成長いたしました。 

その結果、売上総利益は 14.3 億円で YoY39.6％の増加、営業利益は 1.9 億円で YoY で

105.2％の増加となり、いずれも大幅な成長を達成しております。 

また、この１QではQoQにおいても成長を継続しており、既存事業の収益基盤が着実に強化さ

れております。 

領域別のトピックスとして、プロダクト領域では 2025 年度 3Q より投資を進めてまいりまし

た、AI を活用した運用型インフルエンサー広告プロダクト 「Vooster」 を正式にローンチい

たしました。 

マーケティングパートナー領域では、toridori made において、プライベートブランド第 1 弾

となるヘアケアブランド 「yoin」 の販売を開始しております。 

第 1 四半期は、既存事業の成長に加え、新規事業の立ち上げも進展した四半期となり、１Q は

計画どおり好調なスタートをきることができました。 

 

 



 

 

続いての第 1 四半期連結業績についてはスライドへ記載の通りでございます。 

 

こちらはお手すきの際にご確認頂けますと幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 



続いて、四半期ごとの業績推移についてご説明いたします。 

 

ご覧の通り、売上総利益は継続的に成長しており、過去最高を更新いたしました。 

 

営業利益につきましては、2025年度の第 3四半期より「Vooster」への投資を実行しておりま

すが、既存事業の収益力向上により、利益を確保しながら成長投資を継続できております。 

 

特に、toridori marketing における 12 か月プランの積み上がりが業績に反映されるようにな

り、売上総利益は安定的に拡大しております。 

 

今後も、中期経営計画の達成に向けて Vooster への投資を継続しつつ、利益を創出できる事業

基盤をさらに強化してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

続いて、業績予想に対する進捗についてご説明いたします。 

 

繰り返しになりますが、売上総利益は YoY、QoQ ともに着実に成長しており、堅調に推移して

おります。 

１Q は計画どおり好調なスタートをきることができました。 

 

通期業績予想に対しても計画通りに進捗しており、第 1 四半期時点での進捗率は 21.4%とな

りました。 

 

第 2 四半期以降は、Vooster やプライベートブランドといった新規事業が徐々に業績へ貢献し

ていく見込みです。 

 

既存事業である toridori marketing の成長を土台としながら、新規事業の収益貢献を積み上げ

ることで通期業績予想の達成に向けて着実に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

次に、売上総利益の推移についてご説明いたします。 

プロダクト領域では、売上総利益が 10 億 6,200 万円となり、前年同期比 42.8％増と大幅な成

長を達成いたしました。 

toridori marketing につきましては、今後も顧客獲得を継続的に強化し、さらなる成長を目指

してまいります。 

マーケティングパートナー領域では、総合広告代理店である「toridori promotion」が、3 四

半期連続で売上総利益 1 億円を超える水準となり、堅調に推移しております。 

また、「toridori made」につきましては、例年、第 1四半期に季節要因による売上鈍化が見ら

れる傾向にありますが、今期は案件の進行および納品が順調に推移したことにより、第 1 四半

期は 1 億 1,600 万円の実績で着地いたしました。 

 



 

 

続いて、「プロダクト領域」の KPI についてご説明いたします。 

 

まず、顧客数についてです。 

2025 年第 4 四半期より、事業の健全な成長に向けて、予防的な代理店管理体制の強化を実施

いたしました。具体的には、ペナルティ制度の設計などを含めた新たな運用体制への移行を進

めており、現在まで順調に進捗しております。 

その影響により、2025年第 4四半期には顧客獲得ペースが一時的に鈍化いたしましたが、第 1

四半期においては、既存代理店による新制度への適応が進んだことに加えて、新規代理店の獲

得も進展いたしました。 

その結果、顧客獲得ペースは再び成長軌道へ転じております。 

 

次に、顧客単価についてです。 

12か月プランの導入により、四半期内で 3か月連続でご利用いただく顧客が増加したことに加

えて、昨年から実施している代理店販売メニューの価格見直しの効果が段階的に顕在化し、第

1 四半期の顧客単価の上昇に寄与しております。 

これらの取り組みにより、顧客あたり四半期売上総利益は 12 万円台に到達しております。 

 

今後も、顧客数の積み上げと顧客単価の向上を両立させることで、プロダクト領域のさらなる

成長を目指してまいります。 

 



 

 

続いて、販管費の四半期推移についてご説明いたします。 

広告宣伝費および販売促進費につきましては、toridori marketing の成長に伴い一定程度増加

しております。 

その他費用の増加につきましては、toridori made の売上拡大に伴う変動費の増加が要因とな

っております 

第 2 四半期以降につきましては、Vooster およびプライベートブランドに対して、事業進捗を

見極めながら段階的に広告宣伝費を投下していく方針です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

続いて、新規プロダクト「Vooster」について、改めてご説明いたします。 

 

昨年度より投資を進めてまいりました新規プロダクト「Vooster」を、2026年 2月に正式ロー

ンチいたしました。 

 

「Vooster」は、デジタル広告のように予算を設定し、運用しながら成果を確認できる UI を備

えた、AI 自動マッチング型のインフルエンサーマーケティングプロダクトです。 

 

「Vooster」の料金体系は成果予測に連動した従量課金モデルを採用しており、広告主は投下

予算に対する成果を見ながら、より柔軟に施策を実行することが可能となっています。 

 

これまで、デジタル運用広告で確立されてきた「成果を見て回す」という成功モデルをインフ

ルエンサーマーケティングへ拡張したプロダクトです。 

 

また、対応する SNS プラットフォームも拡大しており、現在では Instagram に加えて、

TikTok での案件も対応できるようにアップデートいたしました。 

 

第 2 四半期以降も、マーケットの求める機能改善を継続し、Vooster のさらなるサービス価値

向上とサービスの市場展開に取り組んでまいります。 

 

 



 

続いて、「Vooster」の利用事例についてご紹介いたします。 

 

Vooster は、２月にローンチして以降、すでにさまざまな業種・業界の事業者様にご利用いた

だいております。また、従量課金モデルの特徴を活かした、中規模から大規模予算の案件も確

認いたしました。 

 

例えば、ある地方自治体様では、インフルエンサーが実際に現地を訪問し、空港から市内への

移動、飲食店の紹介までを一連の体験として発信する PR 施策にご活用いただきました。 

 

Vooster では、インフルエンサーのエンゲージメント予測に応じて報酬が決定される仕組みを

採用しております。そのため、複数スポットの紹介や、一連の体験を通じた発信といった難易

度の高い PR 案件においても、インフルエンサーの実施インセンティブが生まれやすい点が特

徴です。 

 

2Q以降も、多様な業種・業界へのサービス提供を拡大し、Voosterの利用シーンをさらに広げ

てまいります。 

 



 

最後に、プライベートブランドについてです。 

 

2026 年以降の成長に向けて、トリドリグループが持つ SNS データ、商品企画、EC コンサル

ティングなどの強みを統合しプライベートブランド創出モデルの確立を進めております。 

 

第 1 四半期では、その第 1 弾として、シャンプー・トリートメントブランドの「yoin」の販売

を開始いたしました。 

「yoin」は EC モールに加え、200 店舗以上のバラエティショップで販売を行っており、今後

は全国展開するドラッグストアでの販売も予定しております。 

 

また、第 2 四半期ではすでにプライベートブランド第 2 弾として美容タオル「TIORA」の販売

を開始いたしました。 

 

今後も、当社グループのアセットを活かした商品開発と販売チャネルの拡大を進めることで、

プライベートブランドを収益性の高いストック型ビジネスとして育成してまいります。 

 

 

 

 

説明は以上となります。 

 



引き続き、Q&A パートに移りたいと思います。 

 

 

 

〜QA 対応終了後〜 

 

今後も四半期決算を通じて進捗をご報告させて頂ければと思っております。 

引き続きご支援の程何卒よろしくお願いいたします。 

 

本日はお時間いただきありがとうございました。 


